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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

村中が雪だるま公園に変身 雪だるま2004（白峰村）

主　な　内　容�

£平成16年度の小規模企業対策予算 ……（２）

£「食の特産品」優秀８点選ぶ ………（３）

£中小企業景況調査（10～12月）……（４）

£青年部活動 ……………………………（５）

£平成15年度

いしかわ商工会ベスト店賞 ……（６）（７）

£探訪「チャレンジ企業」

ミズワ潤滑エンジニアリング：鶴来町 …（８）

豪
雪
地
帯
で
知
ら
れ
る
白
峰
村
。

雪
の
始
末
は
村
民
の
か
ら
だ
に
も
心
に
も

重
荷
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ

て
楽
し
ん
で
し
ま
お
う
と
の
発
想
で
生
ま
れ

た
の
が
村
中
が
雪
だ
る
ま
公
園
に
変
身
す
る

雪
だ
る
ま
ま
つ
り
で
す
。

白
峰
村
の
冬
の
風
物
詩
と
な
り
、
十
六
回

目
を
迎
え
た
今
年
は
、
二
月
二
日
に
桑
島
地

区
で
、
六
日
に
白
峰
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
峰
村
で
創
作
さ
れ
る
雪
だ
る
ま
は
、
全

部
で
三
千
個
余
り
。
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
々
が
雪
だ
る
ま
に
会
い
に
来
ま
す
。

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
は
、
白
峰
村
で
研
修
会
を
開
催
。

白
峰
村
の
竹
陸
子
さ
ん
よ
り
、
雪
だ
る
ま
を

活
用
し
て
の
地
域
振
興
策
を
講
演
い
た
だ

き
、
翌
朝
、
参
加
者
全
員
で
雪
だ
る
ま
を
創

作
し
ま
し
た
。

県下青年部員が雪だるまを創作
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固定電話　　から固定電話　　へ�

固定電話　　から携帯電話　　へ�

県内への通話県内への通話�県内への通話�平日昼間� の通話料金比較�２分通話した場合�

市　　内�

相手先携帯電話�

通　話　料�

割　引　率�

ひまわりコール利用なら�

どこの携帯電話にかけても�
ひまわりコール利用前�

NTTドコモ� au（KDDI）� ボーダフォン�

隣接～20kmまで�

～60kmまで�

60km超　�

ひまわりコール�

7.5円�

60円�

8.5円�
20円�
20円�
30円�

70～90円�
15～33円�

90～120円�
33～50円�

120円�
50円�

※「県外への通話」区分で、２分7.5円の料金適用は、「マイライン」または「マイラインプラス」に「0038」を登録していただいた場合の登録完了日翌月１日からとなります。�

お問い合せ・ご加入は、�
最寄の商工会にご連絡ください。�
なお、商品内容等のお問い合わせは、�

ＬＴＳサポートセンター�
（7　0120ー568ー006）�
でも受け付けておりますので、お気軽にどうぞ。�

今話題のＩＰ中継電話だから、割安で高品質Y�
しかも、電話番号や利用中の機器・サービスはそのままY ますます身近になったひまわりコールです。�

県
内
市
外�

通話区分�
NTT東日本・西日本／�
KDDI／日本テレコム�

携帯への通話携帯への通話�携帯への通話�平日昼間� の通話料金比較�３分通話した場合�

県外への通話県外への通話�県外への通話�平日昼間� の通話料金比較�１分通話した場合�

隣接～20kmまで�
～30kmまで�
～60kmまで�
～100kmまで�
～100km超　�

ひまわりコール�

7.5円�
10円�
10円�
20円�
20円�
30円�

通話区分�
NTTコミュニケーションズ／�
KDDI／日本テレコム�

●下記他社料金は2004年１月１日現在の各社一般料金です。�
　割引サービス、付加サービスは含まれておりません。�

●下記他社料金は2004年１月１日現在の各社一般料金です。�

全国一律�

ひまわりコールから携帯電話へ発信する場合のダイヤル方法�

マイライン固定通話区分に「0038」を登録されていない場合、及び�
登録完了前は、頭に「0038」が必要です。�

010 81 （0）90【（0）80】　AAAA　XXXX
または�

（相手先の携帯電話番号）�

携帯電話への通話料が�
ぐっと安くなるY

加入料�

無料�

月額基本料金�

無料�2004年２月通話利用分より�
基本料金が無料となりました。�

平
成
十
六
年
度
の
国
の
小
規
模

企
業
対
策
関
係
予
算
案
が
決
ま
り
、

創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実

や
地
域
特
産
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
た
め
の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」
の
新
設

な
ど
が
主
要
な
内
容
と
な
っ
た
。

①
創
業
塾
の
拡
充

創
業
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
す
る
者
を

対
象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
完

成
さ
せ
、
創
業
に
必
要
な
実
践
的

能
力
を
習
得
さ
せ
る
短
期
集
中
研

修
を
行
う
。

ま
た
、
十
六
年
度
か
ら
は
、
創

業
予
定
者
に
加
え
、
新
事
業
展
開

等
を
目
指
す
既
に
事
業
を
営
ん
で

い
る
者
や
若
手
後
継
者
等
を
対
象

に
、
経
営
戦
略
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
さ
せ
る
「
第
二
創
業
コ
ー
ス
」

を
新
設
す
る
。

②
ま
ち
の
起
業
家
等
資
金
調
達
マ

ッ
チ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業
の
充
実

「
ま
ち
の
起
業
家
」
的
な
創
業
や

経
営
革
新
に
取
り
組
も
う
と
す
る

者
の
支
援
の
観
点
か
ら
、
旧
来
型

の
間
接
金
融
に
頼
ら
な
い
、地
域
を

あ
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ユ
ニ

ー
ク
な
資
金
調
達
モ
デ
ル
を
掘
り

起
こ
す
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る
。

①
全
国
統
一
演
習
研
修
事
業
の
創
設

経
営
指
導
員
の
一
層
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
、
全
国
商
工
会
連

合
会
が
、
全
国
統
一
の
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
継
続

的
に
提
供
し
、
能
力
開
発
等
を
行

う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

②
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
の
推
進

小
規
模
事
業
者
の
要
請
に
応
じ
、

経
営
・
技
術
の
専
門
家（
エ
キ
ス
パ

ー
ト
）を
経
営
の
現
場
に
直
接
派
遣

す
る
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

①
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支

援
事
業
の
創
設

既
に
あ
る
地
域
の
特
性
等
を
活

か
し
た
製
品
等
の
魅
力
・
価
値
を

さ
ら
に
高
め
、
全
国
さ
ら
に
は
海

外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
も
通

用
す
る
高
い
評
価
を
確
立
す
べ
く
、

商
工
会
が
、
地
域
の
企
業
等
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
つ
つ
行
う
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
専
門
家
の

招
聘
、
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
、

新
商
品
開
発
・
評
価
、
デ
ザ
イ
ン

開
発
・
評
価
、
展
示
会
参
加
、
販

路
開
拓
の
取
組
み
等
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

②
後
継
者
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進

事
業
の
推
進

後
継
者
難
に
悩
む
小
規
模
事
業

者
と
、
新
規
創
業
を
希
望
し
な
が

ら
実
現
に
躊
躇
し
て
い
る
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
た
め
、

全
国
的
に
流
通
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル

な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
併
せ

て
、
全
国
四
十
程
度
の
モ
デ
ル
地

域
で
後
継
者
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
交

流
会
を
開
催
す
る
。

そ
の
他
、
商
工
会
合
併
に
伴
う

環
境
整
備
費
や
消
費
税
改
正
に
伴

う
円
滑
化
対
策
費
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

〜
十
六
年
度
の
小
規
模
企
業
対
策
予
算
〜�

創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実
を
図
る

創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実
を
図
る�

�
創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実
を
図
る�

�創
業
・
経
営
革
新
支
援
の
充
実�
経
営
支
援
の
強
化�

地
域
経
済
活
性
化
・�

広
域
的
な
事
業
体
制
の
実
施�
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市
町
村
合
併
の

県
内
第
一
号
と
し

て
三
月
一
日
に

「
か
ほ
く
市
」
が

誕
生
し
た
。
年
内

に
は
、
七
尾
市
と

鹿
北
三
町
が
合
併

し
て
新
し
い
「
七
尾
市
」
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。

合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
十
七

年
三
月
ま
で
に
は
、
更
に
七
つ
の
新

し
い
市
や
町
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
四
十
一
市
町
村
が

二
十
市
町
（
十
市
十
町
）
と
な
る
が
、

文
字
通
り
平
成
の
大
合
併
で
あ
る
。

合
併
す
れ
ば
す
ぐ
に
そ
の
効
果
が

問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。新
し
い
市
民
、

町
民
の
目
は
厳
し
い
。
よ
ほ
ど
新
体

制
が
う
ま
く
舵
取
り
を
し
な
い
と
合

併
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
、
何
も

良
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。あ

ま
り
の
ん
び
り
構
え
て
は
お
れ

な
い
し
、
待
っ
て
も
く
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。

商
工
会
も
市
町
村
合
併
の
動
き
を

良
く
見
定
め
て
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

商
工
会
の
合
併
は
高
松
、
七
塚
、

宇
ノ
気
の
三
町
商
工
会
に
よ
る
「
か

ほ
く
市
商
工
会
」
が
県
内
第
一
号
と

な
る
。
す
で
に
、
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ

臨
時
総
会
を
開
き
合
併
が
正
式
に
承

認
さ
れ
、
四
月
一
日
に
新
商
工
会
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
内
に
は
、
こ
の
一
〜
二
年
の
間

に
順
次
新
し
い
商
工
会
が
誕
生
す
る

が
、
こ
れ
は
商
工
会
の
歴
史
が
始
ま

っ
て
以
来
の
大
合
併
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
は
今
年
は
商
工
会
大
合
併
元

年
と
い
え
よ
う
。

新
し
い
「
か
ほ
く
市
商
工
会
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
あ
と
一
息
で
あ

る
が
、
市
町
村
合
併
と
同
じ
よ
う
に

三
つ
の
商
工
会
が
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。

モ
デ
ル
商
工
会
と
し
て
の
内
外
の

期
待
は
大
き
い
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

県
連
合
会
で
は
、特
産
品
等
販
路

開
拓
支
援
事
業
に
よ
る
「
食
の
特

産
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」作
成
に
あ
た

り
、昨
年
十
、十
一
月
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
掲
載
希
望
商
品
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
五
十
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
適
否
を

判
断
す
る
た
め
、十
二
月
十
七
日
に

消
費
者
審
査
、同
十
八
日
に
専
門
家

審
査
を
行
い
、全
応
募
商
品
の
掲
載

を
決
め
た
。

ま
た
、
企
画
の
一
環
と
し
て

「
食
の
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行

い
、
応
募
五
十
点
の
内
、
コ
ン
ク

ー
ル
に
も
参
加
し
た
三
十
六
点
か

ら
、
次
の
八
点
を
優
秀
商
品
と
し

て
選
定
し
た
。
表
彰
式
は
三
月
十

七
日
に
開
催
の
予
定
。

◆
優
秀
商
品

根
上
町
「
と
ろ
ろ
」

（
菓
子
）、寺
井
町「
く
ー
ち
ゃ
ん
漬
」、

白
峰
村
「
白
山
と
ち
も
ち
」、
羽
咋

市
「
能
登
の
祭
り
ケ
ー
キ
」、
鹿
島

町
「
よ
も
ぎ
万
頭
」、
鹿
西
町
「
お

に
ぎ
り
万
頭
」、
能
都
町
「
能
登
の

風
」（
煎
餅
詰
合
）、「
マ
ル
ガ
ー
ジ

ェ
ラ
ー
ト
」（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）。

「
食
の
特
産
品
」

「
食
の
特
産
品
」
優
秀
８
点
選
ぶ

優
秀
８
点
選
ぶ�
「
食
の
特
産
品
」
優
秀
８
点
選
ぶ�

特
産
品
等
販
路
開
拓
支
援
事
業
で�

〒920-8558　金沢市香林坊1-2-21　ＴＥＬ.　076（262）2507
金沢支店�

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
、
現
行
の

二
億
円
か
ら
五
千
万
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
六
年
四

月
一
日
以
後
開
始
す
る
課
税
期
間

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
個
人
事
業

者
は
十
七
年
分
か
ら
、
事
業
年
度

が
一
年
の
法
人
は
十
七
年
三
月
決

算
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

当
該
課
税
期
間
の
基
準
期
間
に

お
け
る
課
税
売
上
高
が
五
千
万
円

以
下
の
事
業
者
が
簡
易
課
税
制
度

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
課
税
期
間
開
始
日
の

前
日
ま
で
に
所
轄
税
務
署
長
に

「
消
費
税
簡
易
課
税
選
択
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け

な
い
（
受
け
ら
れ
な
い
）
事
業
所

が
、
課
税
仕
入
等
に
係
る
消
費
税

の
控
除
を
受
け
る
に
は
、「
課
税

仕
入
れ
等
の
事
実
を
記
録
し
た
帳

簿
」
及
び
「
課
税
仕
入
等
の
事
実

を
証
す
る
請
求
書
等
」
の
両
方
の

保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

改
正
消
費
税
の
概
要
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
が

消
費
税
が�

　
変
わ
り
ま
す
③

　
変
わ
り
ま
す
③�

消
費
税
が

消
費
税
が�

　
変
わ
り
ま
す
③

　
変
わ
り
ま
す
③�

消
費
税
が�

　
変
わ
り
ま
す
③�

県
連
合
会
で
は
、
こ
れ
ら
八
点

を
中
心
に
「
食
の
特
産
品
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
の
作
成
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
商
工
会
地
区
特
産
品
の
販

路
開
拓
を
さ
ら
に
支
援
す
る
。

専門家によるコンクール審査風景



-4-

16.3.1 No. 480

最低賃金（地域別・産業別）改正のお知らせ�
石川県最低賃金石川県最低賃金（地域）（地域）時間額時間額645円�石川県最低賃金（地域）時間額645円�

　県内全ての労働者に適用される「石川県最低賃金」は、時間額645円の据え置きとなりました。�
　また、特定産業を対象とする「産業別最低賃金」は、５件が改正され、日額の最低賃金が廃止されて時間額のみとなり、このうち３
件が１円引き上げられました。�
　それぞれ次のとおりに改正されました。�
　詳細は、石川労働局労働基準賃金室【076－265－4425】又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。�

産業別最低賃金� 日　額� 時間額� 発効年月日�

紡績、染色整理、綱・網製造業�

金属素形材製品、貴金属製品、一般機械器具、電気機械器具製造業�

自動車・同附属品・自転車・同部品製造業�

電気・情報通信機械器具、電子応用装置、電子部品・デバイス、磁気テープ・ディスク製造業�

百貨店、総合スーパー�

洋食器・刃物・手道具・金物製造業�

建設用・建築用金属製品製造業�

�

�

日額廃止�

�

�

6,102円�

5,406円�

693円�

776円�

776円�

713円�

737円�

763円�

676円�

平成15年12月30日�

平成15年12月26日�

平成15年12月26日�

平成15年12月27日�

平成15年12月31日�

平成11年12月26日�

平成５年12月26日�

製造業は回復傾向�
他の業種は不透明�

　中小企業景況調査（10～12月期）�

　
県
下
商
工
会

地
域
に
お
け
る�

平
成
十
五
年
十

月
か
ら
十
二
月

期
の
景
況
調
査

が
ま
と
ま
っ
た
。

産
業
全
体
で
み

る
と
、売
上
額
Ｄ
・

Ｉ
、採
算
Ｄ
・
Ｉ

は
、そ
れ
ぞ
れ
六
・

九
ポ
イ
ン
ト
、六
・

八
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
て
、
△

四
二
・
五
、△
五
〇
・
八
と
な
っ
た
。

資
金
繰
り
Ｄ
・
Ｉ
だ
け
は
、〇
・
一

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
△
三
四
・
八

と
な
っ
た
が
、水
準
そ
の
も
の
は
決

し
て
悪
く
は
な
い
。悪
化
幅
も
ご

く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

で
三
指
標
通
し
て
み
れ
ば
、先
行

き
の
明
る
さ
が
垣
間
見
え
た
と
言

っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。�

　
業
種
別
に
見
る
と
製
造
業
は
三

指
標
と
も
改
善
傾
向
が
続
い
て
い

て
、
特
に
売
上
額
Ｄ
・
Ｉ
は
△
二

〇
ポ
イ
ン
ト
台
を
き
っ
て
、
△
一

七
・
〇
に
ま
で
上
昇
し
た
。
建
設

業
も
季
節
的
要
因
が
あ
る
と
は
い

え
、
全
指
標
揃
っ
て
の
改
善
で
あ

り
、
結
局
悪
化
し
た
の
は
サ
ー
ビ

ス
業
の
採
算
（
二
・
四
ポ
イ
ン
ト

悪
化
）
と
、
小
売
業
の
資
金
繰
り

（
一
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
悪
化
）
だ

け
で
あ
っ
た
。
小
売
業
資
金
繰
り

の
悪
化
幅
が
大
き
い
と
い
う
留
保

条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
景
況
は

「
回
復
に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
」
と
言
っ
て
よ
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
来
期
は

売
上
額
が
全
業
種
揃
っ
て
悪
化
し
、

資
金
繰
り
も
建
設
業
と
小
売
業
で

は
悪
化
を
予
想
す
る
な
ど
、
景
気

の
先
行
き
に
対
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
半
信
半
疑
と
い
っ
た
状
態
が
続

い
て
い
る
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気
の
見

通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

算
出
方
法
は
、売
上
額（
採
算
・
資
金
繰

り
）が
好
転
す
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
か
ら
悪
化
す
る
と
回
答
し
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ

り
、Ｄ
・
Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気（
楽
観
）、

マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気（
悲
観
）、プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
同
数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０

と
な
る
。こ
こ
で
の
割
合
は
回
収
企
業

に
対
す
る
回
答
割
合
。�

�50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�売上額（完成工事額）�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�資 金 繰 り�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�採算（経常利益）�

10～12月期�

10～12月期� 15年�
1～3月期�

4～6月期� 7～9月期�10～12月期�

10～12月期� 15年�
1～3月期�

4～6月期� 7～9月期�

10～12月期� 15年�
1～3月期�

4～6月期� 7～9月期�10～12月期�

16年�
1～3月期（予想）�

16年�
1～3月期（予想）�

16年�
1～3月期（予想）�
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商
店
経
営
で
最
も
重
視
さ

れ
る
指
標
は
「
売
上
額
」
で

あ
る
。「
売
上
額
」
さ
え
管

理
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
万
全

と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多

い
。
し
か
し
、
低
成
長
時
代
、

デ
フ
レ
時
代
を
迎
え
て
、

「
売
上
額
」
は
減
り
こ
そ
す

れ
、
な
か
な
か
増
え
な
い
。

指
標
と
し
て
の
機
能
に
か
げ

り
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。「
売
上
」

が
駄
目
な
ら
「
粗
利
益
が
あ
る
さ
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
理
屈
の
上
な
ら

と
も
か
く
、
こ
の
指
標
を
上
げ
る
こ
と

な
ど
現
実
に
は
不
可
能
に
近
い
。

結
局
、
第
三
の
道
を
追
求
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
候
補
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
が
「
生
産
性
諸
指
標
」
で
あ
る
。

「
生
産
性
」
と
は
、「
効
率
性
の
近
似
値
」

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、「
従
業
員
一
人

当
た
り
い
く
ら
売
っ
た
」
と
か
、「
店
舗

一
坪
当
た
り
い
く
ら
売
る
」
な
ど
と
い

っ
た
指
標
の
集
ま
り
を
指
し
、
一
括
す

る
と
、
売
上
高
を
経
営
資
本
で
割
っ
た

「
経
営
資
本
回
転
率
」
に
行
き
つ
く
。
全

て
の
商
店
は
、
こ
の
回
転
率
を
上
げ
る

こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

業
種
別
の
生
産
性
諸
指
標
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

こ
こ
で
気
付
く
こ
と
は
、「
コ
ン
ビ
ニ

業
態
」
の
各
指
標
の
高
さ
で
あ
る
。「
売

上
総
利
益
率
」

だ
け
は
衣
料

品
、
食
料
品

な
ど
の
専
門

店
に
ゆ
づ
る

が
、
総
合
指

標
で
あ
る

「
経
営
資
本
利

益
率
」
で
比

較
す
る
と
こ
れ
ら
の
業
種
は
問
題
に
も

な
ら
な
い
。

「
経
営
の
コ
ツ
」
は
、「
粗
利
益
を
上

げ
る
こ
と
」
よ
り
も
、「
回
転
率
を
上
げ

る
こ
と
」
に
あ
る
と
い
っ
た
理
由
が
読

み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
は
①
仕
入
れ
を
プ
ッ
シ
ュ

方
式
か
ら
プ
ル
方
式
へ
転
換
す
る
（
売

れ
た
も
の
を
仕
入
れ
る
）。
②
商
品
一
点

あ
た
り
の
在
庫
を
極
力
減
ら
し
て
そ
の

分
、
点
数
を
増
や
す
③
品
切
れ
、
欠
品

は
絶
対
に
お
こ
さ
な
い
④
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
数
々
の
生

産
性
（
即
ち
経
営
効
率
性
）
を
上
げ
る

手
法
を
と
っ
て
、
こ
の
数
値
を
実
現
し

て
き
た
。

コ
ン
ビ
ニ
は
現
代
の
商
店
経
営
の
模

範
で
あ
り
、そ
の
仕
組
み
を
極
力
と
り
入

れ
て
い
く
こ
と
が
各
店
な
り
の
経
営
の

革
新
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員田中

　
　
稔
）

商
店
の
生
産
性

経営一口講座

尾
口
村
商
工
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
事
業
と
し
て
尾
口
村
の
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
に
観
光
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
「
は
れ
Y
時
々
白
山

麓
　
一
泊
二
日
で
楽
し
む
瀬
女
・
一
里
野
」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
動
画
映
像
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
実
施
中
で
す
。
本
編
内
で
は
七
人
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
楽
し
い
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
で
、
瀬
女
・
一
里

野
の
両
ス
キ
ー
場
や
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
を
中
心
に
白
山
麓
「
瀬
女
・
一

里
野
」
の
魅
力
を
四
季
ご
と
に
提
案
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
会
員
事
業
所
が
提
供
す
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
情
報
や
白
山
麓

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
掲
載
し
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
加
入
も
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ishikaw

ashokokai.or.jp/oguchi/

インターネットで白山麓「瀬女・一里野」を映像体験Yインターネットで白山麓「瀬女・一里野」を映像体験Y

平
成
十
五
年
十
二
月
七
日
、
門

前
町
商
工
会
青
年
部
が
、
初
め
て

の
出
逢
い
パ
ー
テ
ィ
ー
「
ト
キ
メ

キ
ク
リ
ス
マ
ス
in
門
前
」
を
町
内

の
ホ
テ
ル
「
ビ
ュ
ー
・
サ
ン
セ
ッ

ト
」
で
開
催
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
能
登
半
島
の
殆

ど
の
市
町
村
で
過
疎
、
高
齢
化
が

進
む
中
、
若
者
に
出
逢
い
の
場
を

提
供
し
て
、
地
元
離
れ
に
歯
止
め

を
掛
け
よ
う
と
、
町
の
助
成
を
受

け
て
企
画
し
た
。

当
日
は
、
地
元
を
中
心
と
し
て
、

金
沢
市
以
北
、
珠
洲
市
ま
で
の
二

十
代
か
ら
四
十
代
の
独
身
男
女
計

七
十
四
名
が
参
加
。
会
話
や
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
告
白
投
票
で
は
、
九
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

青
年
部
活
動

青
年
部
活
動�
青
年
部
活
動�

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催�
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催�
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催�

門前町�

確�定�申�告�自分で書いてお早めにY

確定申告は、もうおすみになりましたか？�

まだおすみになっていない方、申告期間は次の日までです。�

申告最終日�

所得税�

贈与税�

消　費　税�

地方消費税�｝� ｝�３月15日（月）� ３月31日（水）�

スーパー�コンビニ�衣料小売店�食料品小売店�

4.8 26.3 4.7 12.3

3.6 10.0 1.4 3.2

22.6 27.8 38.4 36.1

10.9 9.5 17.0 14.2

経営資本　�
利益率（％）�

経営資本　�
回転率（％）�

売上総　　�
利益率（％）�

対売上高　�
人件費比率（％）�

（生産性指標）�

平成14年度発行中小企業の経営指標より�
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平
成
十
五
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

平
成
十
五
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�

平
成
十
五
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�

あ
さ
お
樹
庵

さ
お
樹
庵（
羽
咋
市
）

（
羽
咋
市
）に
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞�
あ
さ
お
樹
庵

さ
お
樹
庵（
羽
咋
市
）

（
羽
咋
市
）に
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞�
あ
さ
お
樹
庵（
羽
咋
市
）に
最
優
秀
賞�

県
連
合
会
は
、
こ
の
た
び
、
平
成
十
五
年
度
の
い
し
か
わ
商
工
会

ベ
ス
ト
店
賞
を
決
定
し
、
最
優
秀
賞
に
羽
咋
市
の
和
菓
子
店
「
あ
さ

お
樹
庵
」
を
選
ん
だ
。
本
紙
で
は
、
今
号
と
次
号
の
二
回
に
分
け
て
、

受
賞
店
十
店
を
紹
介
す
る
。

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

最
優
秀
賞
を
除
く
受
賞
店
は
、

次
の
と
お
り
。
優
秀
賞

株
式
会

社
宮
本
仏
檀
店（
羽
咋
市
）、株
式
会

社
オ
デ
オ
ン（
野
々
市
町
）、特
別
賞

う
る
し
の
器
あ
さ
だ
（
山
中
町
）、

お
好
み
焼
き
り
の
里
（
河
内
村
）、

奨
励
賞

そ
ば
処
　
敬
蔵
（
野
々

市
町
）、
宝
飾
・
め
が
ね
・
時
計
カ

ド
ヤ
（
寺
井
町
）、
割
烹
・
か
き
料

理
　
お
富
（
中
島
町
）、
レ
ス
ト
ラ

ン
シ
ェ
ミ
ノ
ー
ル
（
宇
ノ
気
町
）、

手
作
り
餃
子
長
楽
（
山
中
町
）

い
ず
れ
の
お
店
も
厳
し
い
経
済

環
境
の
下
、
大
手
資
本
と
の
競
争

が
激
し
さ
を
増
す
中
に
あ
っ
て
、

独
自
性
の
高
い
経
営
に
取
り
組

み
、
多
く
の
小
規
模
店
の
模
範
に

な
る
お
店
で
あ
る
。

①
和
菓
子
製
造
小
売
業
②
羽
咋
市

旭
町
エ
―
一
―
一
③
〇
七
六
七
―

二
二
―
〇
〇
〇
六
④
午
前
七
時
半

〜
午
後
八
時
（
年
中
無
休
）
⑤
迷

う
ほ
ど
の
品
揃
え
で
お
客
様
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
菓
子
を

通
し
て
お
客
様
に
日
本
の
四
季
の

良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
ま
た
忙
し
い
日
常
の
中
で
、

「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
」
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
店
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
⑥
季

節
の
創
作
菓
子
や
店
先
で
迎
え
る

生
け
花
、チ
ョ
ー
ク
ボ
ー
ド
な
ど
、

店
頭
は
季
節
感
に
あ
ふ
れ
、
お
客

様
を
暖
か
く
迎
え
る
こ
と
に
努
め

て
い
る
。
手
作
り
和
菓
子
教
室
を

は
じ
め
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
大
切
に
し
て
い
る
。

①
仏
壇
仏
具
製
造
販
売
業
②
羽
咋

市
中
央
町
サ
七
七
番
地
三
③
〇
七

六
七
―
二
二
―
〇
四
五
六
④
午
前

九
時
〜
午
後
六
時
半
（
木
曜
日
）

⑤
「
百
花
誰
が
為
に
か
開
く
」
。

花
は
人
が
見
て
い
よ
う
が
い
ま
い

が
、
常
に
自
分
の
生
命
を
精
一
杯

燃
焼
さ
せ
、
結
果
、
万
人
に
大
き

な
喜
び
や
慰
め
を
与
え
、
私
た
ち

に
生
き
る
こ
と
の
深
さ
、
尊
さ
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
宮
本
仏
檀
店

は
、
こ
の
花
の
精
神
の
も
と
に
全

て
の
営
業
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
⑥
自
社
の
商
品
・
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
と
強
い

信
念
を
感
じ
さ
せ
る
。
お
店
の
モ

ッ
ト
ー
が
店
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
来
店
客
を
宮
本
仏
檀
店
の
世

界
に
魅
了
す
る
デ
ザ
イ
ン
ポ
リ
シ

ー
の
お
店
。
落
ち
着
い
た
色
調
の

店
内
は
仏
檀
の
豪
華
さ
を
際
だ
た

せ
る
。

①
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
等
販
売
・
取

付
②
野
々
市
町
矢
作
四
丁
目
三
番

地
③
〇
七
六
―
二
四
六
―
八
八
二

二
④
午
前
十
時
〜
午
後
八
時
（
火

曜
日
）
⑤
「
車
あ
り
き
カ
ー
オ
ー

デ
ィ
オ
」
の
ポ
リ
シ
ー
の
下
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

販
売
と
接
客
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
取
り
付
け
作
業
な
ど
、
お
客

◆
紹
介
事
項
　
①
業
種
②

住
所
③
電
話
番
号
④
営
業

時
間
（
定
休
日
）
⑤
店
の
特

徴
、
経
営
上
の
モ
ッ
ト
ー

⑥
評
価
さ
れ
た
点

優

秀

賞

優

秀

賞

�

優

秀

賞

�

「
日
常

「
日
常
の
中
の
非
日
常
空
間

非
日
常
空
間
を
演
出
」

演
出
」�

「
日
常
の
中
の
非
日
常
空
間
を
演
出
」�

優

秀

賞

優

秀

賞

�

優

秀

賞

�

「
こ
だ
わ
り
の
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
で
全
国
全
国
に
フ
ァ
ン
あ
り
」
り
」�

「
こ
だ
わ
り
の
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
で
全
国
に
フ
ァ
ン
あ
り
」�

様
の
立
場
に
立
っ
て
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
⑥
徹
底
し
た
顧
客
の
生
活

シ
ー
ン
対
応
に
よ
り
、
需
要
創
造

型
営
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ニ
ッ

チ
な
市
場
で
は
あ
る
が
、
全
国
に

お
得
意
様
を
広
げ
、
商
売
を
成
長

さ
せ
て
い
る
。
高
級
品
を
扱
う
お

店
だ
が
、
威
圧
感
を
与
え
な
い
木

の
ぬ
く
も
り
と
色
の
暖
か
み
、
商

品
を
大
切
に
陳
列
す
る
な
ど
、
音

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
お
客
様
の

気
持
ち
を
く
み
取
る
ス
ペ
ー
ス
・

心
配
り
が
素
晴
ら
し
い
。
取
り
付

け
作
業
用
ピ
ッ
ト
は
広
く
、
明
る

く
、
安
心
と
専
門
性
を
感
じ
さ
せ

る
。
ス
タ
ッ
フ
が
作
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
充
実
。

h
ttp
://w
w
w
.o
d
eo
n
.co
.jp
/

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞�

最
優
秀
賞�

「
四
季

「
四
季
を
彩
る
和
菓
子

和
菓
子
の
店
」
店
」�

「
四
季
を
彩
る
和
菓
子
の
店
」�
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～備えて安心　お勧めします～�傷害共済・ハンドル共済�傷害共済・ハンドル共済�傷害共済・ハンドル共済�
●「傷害共済」の主な内容�
・国内での仕事中及び日常生活のあらゆる場面のケガに適用�
・診療開始１日目から180日間保障�
○１口の主な保障内容�

●「ハンドル共済」の主な内容�
・人身事故での見舞金や弔慰金などの保険の適用以外の�
　出費を契約者に支払�
○１口の主な保障内容�

月 払 掛 金 �
死亡共済金�
　交通事故�
　上記以外�

通 院 日 額 �

疾 病 死 亡 �

入 院 日 額 �

2,000円�
�

500万円�
300万円�

4,000円�

50万円�

9,500円�

1,000円�
�

100万円�
60万円�

3,000円�

25万円�

4,700円�

3,000円�
本　人　　　　　　500万円�
配偶者　　　　　　400万円�
親　族　　　　　　150万円�

後 遺 障 害 �300万円�
～12万円�

60万円�
～2.4万円�

本　人　500万円～20万円�
配偶者　400万円～16万円�
親　族　150万円～ 6万円�

本　人　　　　　　3,000円�
配偶者　　　　　　2,500円�
親　族　　　　　　1,700円�
本人のみ　　　　　　25万円�

本　人　　　　　　5,000円�
配偶者　　　　　　4,000円�
親　族　　　　　　3,000円�

年払掛金�

死　　亡�

自 家 用 乗 用 車 �

自家用普通貨物車（２ｔ超）�

自 家 用 小 型 貨 物 車 �

自 家 用 軽 乗 用 車 �

自家用普通貨物車（２ｔ以下）�

自 家 用 軽 貨 物 車 �

11,000円�

27,000円�

11,000円�

5,500円�

17,000円�

5,500円�

300万円�

後遺障害� 300万円～12万円�

3,000円�

1,500円�

入院日額�

通院日額�

傷害共済Ⅰ型�傷害共済Ⅱ型� ファミリー型�

石川県中小企業共済協同組合�金沢市鞍月２－20　ＴＥＬ　076ー268－7300（石川県商工会連合会内）�

☆中小企業共済（協）は、どんなケガ（仕事中・日常生活）でも迅速に共済金を支払います。�
　なお、昨年度の傷害共済金の支払い実績は240件（年度未加入件数2,485件）ありました。�
【傷害共済Ⅰ型の共済金支払例の紹介】�
　①脚立に乗って自宅物置の高い場所の物を整理中、脚立が倒れて右足踵骨骨折・右大腿骨ひびで入院49日、通院86日の場合の共済金は、�
　　入院分49日×9,500円＝465,500円、通院分86日×4,000円＝344,000円　合計809,500円�
　②商品を運搬中、転んで左ヒザを強打し、左ひざ関節捻挫で通院23日の場合の共済金は、通院分23日×4,000円＝　92,000円�

商工会会員のみなさまへ�
2003年度　上半期事業報告より�2003年９月30日現在�

ジブラルタ生命保険株式会社�

2003年度上半期の事業概要は、引き続き生命保険業界を取り巻く環境が厳しいな

か、会員のみなさまの深いご理解と幅広いご支援を賜り、総じて順調な結果を上げ

ることができました。今後も商工会とのパートナーシップを尊重し、会員のみなさ

まから最も信頼され、賞賛される生命保険会社を目指してまいります。�

ソルベンシー・�
マージン比率　�
ソルベンシー・�
マージン比率　�

1133.9％�1133.9％�1133.9％�

逆ざや�

ありませんY

548548億円億円�

288288億円億円�

1.921.92％�

ありませんY

環境の変化などにより通常環境の変化などにより通常
の予測を超えて発生するリの予測を超えて発生するリ
スクに対応できる「支払余スクに対応できる「支払余
力」を有しているかを判断力」を有しているかを判断
するための、行政監督上のするための、行政監督上の
指標の一つがソルベンシ指標の一つがソルベンシ
ー・マージン比率です。ー・マージン比率です。�
当社の同比率は、健全性の当社の同比率は、健全性の
一つの基準である一つの基準である200200％を％を
大きく上回る大きく上回る1133.91133.9％と％と
なりました。なりました。�

環境の変化などにより通常
の予測を超えて発生するリ
スクに対応できる「支払余
力」を有しているかを判断
するための、行政監督上の
指標の一つがソルベンシ
ー・マージン比率です。�
当社の同比率は、健全性の
一つの基準である200％を
大きく上回る1133.9％と
なりました。�

予定利息分予定利息分（予定利率に（予定利率による割よる割
引相当額）引相当額）を実際の運用収益な実際の運用収益な
どでまかなえかなえない状態をい状態を、いわいわ
ゆるゆる「逆「逆ざや」や」といいます。�
当社には逆当社には逆ざやはあやはありませんY

一般勘定の一般勘定のうち時価のある有ち時価のある有
価証券の帳簿価額価証券の帳簿価額との差額の差額（評（評
価差額）価差額）です。�

保険本業の収益力を保険本業の収益力を示す指標す指標
の一の一つで、対前年同期比対前年同期比105.2105.2
％となっています。�
（前年（前年274274億円）億円）�

リスクスク管理債券額は、管理債券額は、7171億円億円
で、全額解約返金等全額解約返金等でカバーカバーさ
れている保険約款貸付をいる保険約款貸付を除く
と2525億円億円となります。�

予定利息分（予定利率による割
引相当額）を実際の運用収益な
どでまかなえない状態を、いわ
ゆる「逆ざや」といいます。�
当社には逆ざやはありませんY

有価証券含み益�

548億円�
一般勘定のうち時価のある有
価証券の帳簿価額との差額（評
価差額）です。�

基礎利益�

288億円�
保険本業の収益力を示す指標
の一つで、対前年同期比105.2
％となっています。�
（前年274億円）�

リスク管理債権�

1.92％�
リスク管理債券額は、71億円
で、全額解約返金等でカバーさ
れている保険約款貸付を除く
と25億円となります。�

貸付残高に対する比率�

個人保険新契約高�
（個人年金保険を含む）�

対前年同期比115.8％�
（前年　7,496億円）�

保険料等収入�

対前年同期比109.9％�
（前年　1,934億円）�

総　資　産�

格　付　け�

2003年３月末より1.1％増�
（2003年３月末　3兆5,932億円）�

8,679億円�

2,126億円�

3兆6,313億円億円�

8,679億円�

2,126億円�

3兆6,313億円�

国際的な格付会社からも高い評価を受けています。�

ムーディーズ社�
保険財務格付け�Ａ２�Ｓ＆Ｐ社�保険財務力格付け�

アウトルック：ポジティブ�
Ａ�

（2003年11月14日現在）� （2003年11月14日現在）�

格付けは格付け会社の意見であり、保険金支払い等について�
保証を行うものではありません。�

ジブラルタ生命保険株式会社�
0120－372269コールセンター�

インターネットホームページ�
http://www.gib-life.co.jp/

ミナジブロック�

①
山
中
漆
器
製
造
販
売
業
②
山
中

町
菅
谷
町
ハ
二
一
五
③
〇
七
六
一

―
七
八
―
四
二
〇
〇
④
午
前
八
時

半
〜
午
後
五
時
半（
日
曜
日
午
後
）

⑤
木
地
作
り
か
ら
仕
上
げ
ま
で
の

一
貫
作
業
に
よ
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
品
揃
え
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
、ま
た
漆
器
の
使
い
方

な
ど
も
提
案
し
ま
す
。製
造
か
ら
販

売
ま
で
制
作
過
程
を
見
学
。一
貫
の

作
業
工
程
を
全
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。⑥
都
会
の
生
活
シ
ー
ン
に
合

わ
せ
た
新
商
品
の
創
作
・
提
案
に

挑
戦
す
る
店
。店
内
の
吹
き
抜
け
を

含
め
、建
築
的
デ
ザ
イ
ン
に
優
れ
て

い
る
。十
分
な
ス
ペ
ー
ス
で
、演
出

に
楽
し
さ
、
工
夫
が
あ
り
、二
階
で

は
様
々
な
し
つ
ら
え
を
表
現
。

http://w
w
w
.nande.com

/asada/

①
飲
食
業
②
河
内
村
字
き
り
の
里

一
二
③
〇
七
六
一
―
九
二
―
〇
一

〇
一
④
午
前
十
一
時
半
〜
午
後
九

時（
月
曜
日
。月
曜
日
が
休
・
祝
日
の

場
合
は
火
曜
日
）⑤
木
の
香
漂
う
ロ

グ
ハ
ウ
ス
に
英
国
調
の
お
庭
。外
は

カ
リ
カ
リ
、中
は
ふ
ん
わ
り
の
お
好

み
焼
き
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ワ
イ

ン
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⑥
窓
か
ら
見
る
英
国
調
の
庭
と
そ

の
背
後
に
広
が
る
山
川
の
風
景
は

絶
品
。
お
店
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

玄
関
、フ
ロ
ア
、お
庭
な
ど
我
が
家

特

別

賞

特

別

賞

�

特

別

賞

�

「
く
つ
ろ
ぎ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
食
す
」
す
」�

「
く
つ
ろ
ぎ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
食
す
」�

に
招
く
か
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
。空
間
と
素
材
を
お
客
様
に
提
供

し
て「
お
好
き
に
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ

さ
い
」
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
わ

れ
る
。
生
活
を
楽
し
み
、
息
の
長

い
商
売
を
心
が
け
て
お
ら
れ
る
。

特

別

賞

特

別

賞

�
特

別

賞

�
「
生
活

「
生
活
シ
ー
ン
の
中
の
漆
器
漆
器
を
提
案
」

提
案
」�
「
生
活
シ
ー
ン
の
中
の
漆
器
を
提
案
」�
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当
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
。

し
か
し
、自
分
が
考
え
た
こ
と
、

自
分
で
工
夫
し
た
こ
と
を
直
ち
に

は
実
行
に
移
せ
な
い
こ
と
に
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
て
、
昭
和
五
十
八

年
に
同
社
を
退
職
し
、
ミ
ズ
ワ
潤

滑
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
立
ち
上

げ
た
の
で
あ
る
。

水
口
代
表
は
、リ
ニ
ア
ー
で
の
一

番
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
発

熱
で
あ
る
事
に
関
心
を
持
ち
、そ
の

課
題
に
対
し
て
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
有
る
と
考
え
、い
ち
早
く

一
歩
先
取
り
し
、
自
社
の
経
験
と

技
術
力
を
生
か
し
リ
ニ
ア
ー
の
一

番
の
課
題
で
あ
る
冷
却
関
係
に
取

り
組
み
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
現
在
で
は
五
百
―
六

百
種
類
も
の
製
品
を
擁
す
る
一
大

探�探�訪�訪� 36

冷却プレートの専門メーカー�
偉大な個人企業�

ミズワ潤滑エンジニアリング：鶴来町�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

一
世
界
に
は
ば
た
く

個
人
企
業

鶴
来
町
道
法
寺
の
旧
国
道
沿
い

に
、一
見
し
た
だ
け
で
は
何
の
変
哲

も
感
じ
さ
せ
な
い
小
さ
な
町
工
場

が
あ
る
。あ
り
ふ
れ
て
い
て
特
に
注

意
を
払
う
人
も
い
な
い
が
、
実
は

こ
の
工
場
こ
そ
、油
圧
・
空
圧
・
潤

滑
装
置
設
計
施
工
・
機
械
組
立
で

全
国
に
名
高
い
ミ
ズ
ワ
潤
滑
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
代
表
水
口
典
男

氏
）
の
本
社
工
場
な
の
で
あ
る
。

機
械
の
ベ
ッ
ト
の
駆
動
源
は
、従

来
は
油
圧
で
あ
り
、そ
の
油
圧
関
係

の
仕
事
を
主
と
し
て
い
た
が
、現
在

は
、主
流
の
ボ
ー
ル
ネ
ジ
へ
と
転
換

を
遂
げ
て
い
る
。し
か
し
、ボ
ー
ル

ネ
ジ
か
ら
更
に
リ
ニ
ア
ー
へ
と
変

遷
を
し
つ
つ
あ
る
中
で
常
に
最
先

端
を
追
求
す
る
経
営
姿
勢
と
そ
れ

を
可
能
に
す
る
技
術
力
が
評
価
さ

れ
、
個
人
企
業
な
が
ら
そ
の
製
品

は
、
日
本
を
代
表
す
る
幾
多
の
大

メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
、「
世
界
に

は
ば
た
く
」と
形
容
し
て
も
よ
い
程

の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
創
業
の
経
緯

代
表
の
水
口
典
男
氏
は
、
金

沢
市
に
営
業
所
を
置
く
あ
る
潤
滑

装
置
メ
ー
カ
ー
で
サ
ー
ビ
ス
を
担

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

開
発
の
余
地
が
大
き
く
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
な
分
野
で
も
あ
る
。

三
特
許
権
の
内
容

冷
却
プ
レ
ー
ト
と
は
、
リ
ニ
ア

ー
発
熱
を
機
械
本
体
に
伝
え
な
い

よ
う
に
遮
断
す
る
プ
レ
ー
ト
で
あ

る
。
機
械
本
体
に
熱
が
伝
わ
れ
ば

ひ
ず
み
が
発
生
し
、
加
工
精
度
が

落
ち
る
。
同
社
は
こ
の
分
野
で
工

夫
を
重
ね
特
許
権
を
取
得
す
る
の

に
成
功
し
た
。
溝
を
掘
っ
た
二
枚

の
金
属
板
（
熱
伝
導
体
）
に
銅
パ

イ
プ
等
を
は
め
込
み
プ
レ
ス
で
加

圧
し
て
接
合
さ
せ
、
一
体
化
し
た

後
に
パ
イ
プ
を
拡
張
さ
せ
る
と
い

う
技
術
で
あ
る
。

昨
年
三
月
に
千
葉
県
幕
張
で
開

か
れ
た
見
本
市
に
出
品
し
て
全
国

的
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

四
未
来
へ
向
け
て
の
挑
戦

同
社
の
工
場
は
見
る
か
ら
に
手
狭

で
あ
る
。
機
械
設
備
や
製
品
原
材
料

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
極
限
と
言

っ
て
も
い
い
く
ら
い
の
状
態
に
あ
る
。

「
活
気
が
あ
る
」
と
言
え
ば
言
え
な
い

こ
と
も
な
い
が
不
便
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
同
社
は
こ

の
た
び
鶴
来
駅
前
に
新
し
い
工
場
を

購
入
し
た
。
現
在
移
転
の
準
備
を
進

め
て
い
て
、
五
月
に
は
一
部
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
工
場
の
面

目
は
こ
れ
に
よ
っ
て
一
新
さ
れ
る
は

ず
だ
が
、
更
に
こ
の
機
会
に
工
場
管

理
の
諸
手
法
や
Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
導
入

し
て
、
管
理
改
善
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。「
照
会
を
受
け
た
ら
、
顧
客
の

求
め
る
と
こ
ろ
を
読
み
と
り
、
付
加

価
値
を
つ
け
て
届
け
る
」
と
い
う
基

本
方
針
は
時
代
を
先
取
り
す
る
も
の

で
あ
る
。

明
日
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

ミ
ズ
ワ
潤
滑
エ
ン
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ア
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代表の水口典男氏

同社が作る冷却プレートの一部

現在のミズワ潤滑エンジニアリング


